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■ 田植え、無事終了しました 

 ５月１日から始めた田植えは、昨年より面積が増えて雨天が多かったせいもあり、およそ１か月

かかってしまいました。全国的にコメ余り現象が続く中、国からは「主食用米以外の作付け」に補

助金を出すなどして何とかコメの生産量を抑制しようとしています。「このままでは令和３年産米の

価格は更に下落し、４年産米はもっと生産調整が厳しくなりますよ～」的な危機感を煽るアナウン

スばかりです。組合では行政からの生産調整配分面積はしっかりと守りつつ、地区外からコメ作

付けを行わない田んぼの配分面積を買うなどして全体の作付面積を増やしました。新潟県は米ど

ころだと言わんばかりに生産調整を無視して、勝手にコメを作る生産者が他県に比べて多いそう

です。結果、需給バランスが崩れ値崩れしているのですが、正直者がバカを見る政策はコロナの

営業自粛要請と同じ。自由と身勝手は違います。自由には責任が伴うということを理解せず、国

の政策を非難するばかりでは何も解決しないんだけどな～。 

 ＷＨＯで国連事務総長が「世界は新型コロナとの戦争状態にある」って言ったそうですが、戦時

中ならオリンピック中止に誰もが納得するんじゃないかと思っているのですが・・・やっちゃうんだろ

うな・・・ 



■ 新兵器は・・・ 

 クボタの８条田植え機を新

規購入しました。今年から８

条田植え機３台体制です。こ

いつはＧＰＳ搭載でハンドル

を握っていなくても真っすぐ

に田植えができるので、オペ

レーターは「真っすぐに植え

なきゃ！」というストレスから

解放され、後ろ向きで田植え

や施肥の状況を確認するこ

とができます。ＩＴ農業はこれ

から益々進化していきますか

ら、無人田植え機登場もそんなに先の事ではありません。メーカーに聞くと田植え機の寿命は一

般的にアワメーター（累計稼働時間）で５００時間程度だと言いますが、すでに初年度で１００時間

を超えています。残りの２台の先輩方も６５０～９６０時間働いており、新人君も大いに働いてもら

うつもりです。決してブラックではなく、大切に扱う結果ですよ。 

 

■ 田んぼからＳＧＤｓは臭い 

 これまで使っていた一発肥料（元肥と穂肥の

成分が一緒になっており、田植え時には元肥

が溶解し、９０日後に穂肥が溶解するので肥料

散布の手間が省ける）はプラスチック溶剤を使

用していたので最終的にはその成分が川から

海へ流出して環境破壊に繋がるといわれてい

ます。そこで今年から天然有機質を溶剤にした

肥料に切り替えました。成分的にはこれまで使

用してきた肥料とほぼ同じですが、とにかく臭

い。肥料の粉が衣服に付くと、田植え

作業中ず～と臭いとブーイングの嵐

でしたが環境を守ることは臭いこと

也。 


